
正しく知ろう認知症 特
集

認
知
症
は
身
近
な
病
気

　認
知
症
の
人
は
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
の
約
7
人
に
1
人
と

推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
（
平
成

24
年
）
軽
度
認
知
症
障
害

（
M
C
I
）
も
合
わ
せ
る
と
、

65
歳
以
上
高
齢
者
の
4
人
に
1

人
が
該
当
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　認
知
症
は
さ
ま
ざ
ま
な
原
因

で
脳
の
細
胞
が
壊
れ
た
り
、
働

き
が
悪
く
な
っ
て
起
こ
り
ま

す
。
誰
も
が
な
る
り
う
る
身
近

な
脳
病
気
で
す
。

認
知
症
状
が
治
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す

　認
知
症
の
原
因
に
よ
っ
て

は
、
早
く
治
療
す
る
こ
と
で
、

治
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
認
知
症
と
間
違
え
や
す
い

病
気
に
「
う
つ
病
」
が
あ
り
ま

す
。
「
う
つ
病
」
は
適
切
な
治

療
を
受
け
る
こ
と
で
、
症
状
が

緩
和
し
ま
す
。

気
づ
い
て
く
だ
さ
い
！

認
知
症
の
サ
イ
ン

　何
回
も
同
じ
こ
と
を
尋
ね
た

り
、
身
だ
し
な
み
に
構
わ
な
く

な
っ
た
り
、
以
前
と
違
う
様
子

が
認
知
症
の
前
兆
で
あ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

早
期
発
見
が
大
事
で
す

　認
知
症
も
他
の
病
気
と
同
じ

よ
う
に
早
期
発
見
が
大
事
で

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
は
、
現

在
根
本
的
な
治
療
法
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
早
期
の
受
診

に
よ
っ
て
、
内
服
治
療
す
る
こ

と
で
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
か
か
り
つ
け
医

に
相
談
を

　「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
た

ら
か
か
り
つ
け
医
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。
日
常
生
活
で
の
様
子

を
話
す
と
適
切
な
治
療
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
医
か
ら
、
よ

り
良
い
受
診
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス

　早
期
の
認
知
症
で
は
症
状
の

発
現
が
不
安
定
な
こ
と
が
多

く
、
ご
家
族
か
ら
の
情
報
が
大

切
で
す
。
ぜ
ひ
診
察
に
同
行
し

日
常
の
症
状
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。
ご
家
族
の
負
担
を
軽
減
で

き
る
よ
う
地
域
全
体
で
見
守

り
、
治
療
が
行
え
る
よ
う
に
努

め
ま
す
。

　飛
騨
市
に
は
、認
知
症
サ
ポ
ー

ト
医
の
紺
田
健
彦
医
師
や
、工
藤

浩
医
師
が
参
加
さ
れ
る
医
療
と

介
護
の
専
門
職
に
よ
って
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

正しく知ろう
認知症
～だれもが安心して暮らせるまちをめざして～

オレンジリング
（認知症サポーターの証）

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム

２

　
サ
ポ
ー
ト
医
の
紺
田
医
師

に
、早
期
受
診
の
重
要
性
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
。

　
甲
状
腺
機
能
低
下
症
、慢
性

硬
膜
下
血
腫
、正
常
圧
水
頭

症
、脳
腫
瘍
等
に
代
表
さ
れ
る

可
逆
性
認
知
症
、う
つ
病
や
薬

の
副
作
用
な
ど
の
病
気
は
認
知

症
の
よ
う
な
症
状
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の

疾
患
が
原
因
の
認
知
症
は
治
療

可
能
な
認
知
症
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
C
T
、血
液
検
査
な
ど
で
診

断
す
る
こ
と
が
で
き
、同
時
に

適
切
な
治
療（
手
術
、内
服
治

療
等
）を
行
う
こ
と
で
、症
状
を

改
善
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で

す
。し
か
し
神
経
細
胞
が
変
性

し
て
し
ま
う
と
回
復
は
見
込
め

ま
せ
ん
の
で
、早
期
の
治
療
が

必
要
で
す
。さ
ら
に
認
知
症
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、前
頭
側

頭
型
認
知
症
、血
管
性
認
知
症

等
が
あ
り
治
療
法
も
異
な
り
、

進
行
性
の
病
気
で
あ
る
こ
と
か

ら
、早
期
診
断
治
療
が
大
切
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

　古
川
病
院 

病
院
長

　
　
　紺田
健
彦
医
師
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▲ひらめこうウオーキングのようす

認
知
症
を
予
防
す
る

 
ひ
ら
め
こ
う
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

〜
歩
い
て
学
ん
で
認
知
症
予
防
〜

　認
知
症
予
防
に
は
有
酸
素
運

動
（
脳
の
血
流
を
良
く
す
る
）
も

効
果
的
と
言
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
、歩
く
だ

け
で
な
く
、街
歩
き
を
し
な
が
ら
、

町
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
発
見
し
、

参
加
者
同
士
会
話
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
み
認
知
症
予
防
に
つ
な

げ
る
教
室
で
す
。

　ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
ほ
か
に
、保
健

師
に
よ
る
認
知
症
予
防
に
関
す
る

ミ
ニ
講
座
（
認
知
症
予
防
・
高
血

圧
予
防
・
睡
眠
な
ど
）
を
行
い
ま

す
。春
と
秋
に
講
座
が
あ
り
ま
す

の
で
、生
涯
学
習
課
の「
誰
で
も
自

主
講
座
」
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　頭
ひ
ら
め
き
体
元
気
教
室

　認
知
症
予
防
に
は
、脳
の
神
経

細
胞
を
活
性
化
す
る
こ
と
も
大

事
で
す
。そ
の
た
め
に
、
有
酸
素

運
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

身
体
を
動
か
し
な
が
ら
頭
を
使

う（
コ
グ
ニ
サ
イ
ズ
）な
ど
を
体

験
し
な
が
ら
、認
知
症
や
そ
の
予

防
に
つ
い
て
、楽
し
く
学
ん
で
も

ら
う
教
室
で
す
。

見
守
る
人
を
増
や
す

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、認
知

症
を
理
解
し
、認
知
症
の
人
や
家

族
を
温
か
く
見
守
り
支
援
す
る

「
地
域
の
応
援
者
」で
す
。

　地
域
で
温
か
く
見
守
っ
て
い

た
だ
け
る
理
解
者
が
増
え
る
こ

と
で
、認
知
症
の
人
も
住
み
慣
れ

た
家
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。　公

民
館
活
動
、女
性
会
、サ
ー

ク
ル
な
ど
ど
ん
な
集
ま
り
の
方

で
も
受
講
で
き
ま
す
。受
講
終
了

後
は「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」が
も

ら
え
ま
す
。

9
月
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
で
す

「
忘
れ
て
も
　一
人

      

　ひ
と
り
が
　主
人
公
」

　誰
も
が
な
る
可
能
性
の
あ
る

の
が
認
知
症
で
す
。住
み
慣
れ
た

地
域
に
、家
族
や
地
域
、専
門
機

関
等
の
支
え
が
あ
れ
ば
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
可

能
で
す
。認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、
本
人
の
心
に
寄
り

添
っ
た
支
援
の
輪
を
広
げ
る
こ

と
が
、私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

も
の
忘
れ
や
認
知
症
に
つ
い
て

の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

0
5
7
7-

7
3-

6
2
3
3

神
岡
窓
口

0
5
7
8-

8
2-

1
4
5
6

▲頭ひらめき体元気教室のようす

３ 2019年８月号

　
サ
ポ
ー
ト
医
の
工
藤
医
師
は
、

認
知
症
の
可
能
性
の
あ
る「
物

忘
れ
」に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
す
。

　
認
知
症
の
代
表
的
な
初
期
症

状
と
し
て
、「
物
忘
れ
」が
あ
り

ま
す
。記
憶
は
、①
記
憶
を
形
成

す
る（
記
銘
）②
記
憶
を
保
持
す

る（
貯
蔵
）、③
記
憶
を
取
り
出

す（
検
索
）の
3
段
階
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。人
の
名
前
が
な
か

な
か
出
て
こ
な
い
な
ど
の
症
状

は
③
の
検
索
だ
け
の
問
題
で
あ

り
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、

さ
っ
き
言
っ
た
こ
と
を
何
度
も
言

う
、問
う
、物
忘
れ
の
自
覚
が
な

い
、な
ど
の
症
状
は
①
の
記
銘
が

機
能
し
て
い
な
い
可
能
性
が
あ

り
、認
知
症
の
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。そ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る

と
き
は
か
か
り
つ
け
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。現
在
、認
知
症
を

完
治
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、内
服
治
療
に
よ
り
進
行

を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医

　飛
騨
市
民
病
院

　
　
　工
藤 

浩
医
師

題
ろいろい

話のちま
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選木について説明するロルフさん

スイス・フォレスターから森林づくりを学ぶ
７月18日（木）、19日（金）　古川町高野地内

広葉樹のまちづくりセミナー

感謝状を手にする坂口理事長（右から２番目）ら

手作りのゲームで児童と交流
７月17日（水）　飛騨吉城特別支援学校

吉城高校の生徒が飛騨吉城特別学校を訪問

　吉城高校の生徒５人が飛騨吉城特別支援学校を訪問し、
同校の児童２人とゲームで交流しました。
　この日は、生徒が児童に喜んでもらえるように工夫して作っ
たパズルやボウリングゲームで児童と遊びました。
　生徒らは、児童の手を握って優しく声を掛けたり目線を合
わせたりしながら楽しく交流し、終始笑顔の絶えない会とな
りました。
　参加した生徒は「児童の皆さんの手の握り方や表情で気持
ちが伝わってきました。一緒に楽しく遊んでくれて嬉しかった
です」と話してくれました。

　飛騨市広葉樹のまちづくりセミナー「スイス・フォレスター
研修」が、古川町高野の民有林で行われ、県内外の林業関
係者ら30人が参加しました。
　この研修は、市が取り組む広葉樹のまちづくりの推進を目
的に毎年開催しています。
　研修では、スイス・チューリッヒ州バウマ村で20年以上活
動しているフォレスターのロルフ・シュトリッカーさんが講師と
なり、将来に向けた価値の高い森林づくりについて、実際に
森の中を歩きながら具体的な選木などを分かりやすく参加
者に説明しました。

ニュートリノの性質などを説明する若手研究者

地下1,000メートルで体験ツアー
７月13日（土）　神岡鉱山

ジオスペースアドベンチャー（GSA）2019

　ジオスペースアドベンチャー（GSA）2019がに行われ、全国
から訪れた約800人の参加者が地下1,000メートルの探検ツ
アーを楽しみました。
　GSAは、神岡鉱山の本物の坑道と宇宙物理学最先端の実
験施設を活用して行う探検ツアーです。
　参加者はバスに乗って坑内に入り、スーパーカミオカンデの
実験エリアや鉱石の採掘で実際に使われていた大型重機な
どを見学しました。
　スーパーカミオカンデでは、若手研究者によるサイエンスセミ
ナーも行われ、素粒子ニュートリノの性質などを分かりやすく説
明しました。

枝元さんと苗を植える児童

親子で農業と季節の食材を楽しむ
７月７日（日）　古川町畦畑 畦畑公民館

枝元なほみさんと農業体験＆ランチ座談会

　飛騨みんなの博覧会夏のプログラム「自然栽培の枝豆をみ
んなで植えよう！飛騨の恵みを食べよう！」が開かれ、市内外か
ら35人の親子らが参加しました。
　プログラムでは、古川町畦畑地区で野菜を育てている「ソヤ
畦畑」の森本悠己さん、「エダモン」の愛称で活躍する料理研
究家の枝元なほみさん、岐阜県出身の料理家・フォトグラ
ファーminokamoの長尾明子さんが案内人となって、森本さ
んが大切に育ててきた自然栽培の「青大豆」の苗を植えたの
ち、枝元さんと長尾さんが調理した、季節の食材を使ったラン
チをおいしくいただきました。



正しく知ろう認知症 特
集

　認知症とはいろいろな原因で脳の働きが悪くなり、日常生活に支障をきたしている状態で、誰もがなる可能性があります。
　認知症ケアパスとは、認知症かも？と思ったときや、認知症と診断を受けた時にどこに相談したら良いか、どのようなサービ
スを受けることができるのかなどの情報を、認知症の状態や経過に沿ってまとめたものです。

※一覧表にあるサービスについては、冊子「在宅医療介護連携マップ」「あんきな暮らしガイド」をご覧ください
※冊子は、ハートピア古川内地域包括ケア課または地域包括支援センターでお配りしています

飛騨市認知症ケアパス

□　同じことを何度も言う・問う・する
□　置き忘れやしまい忘れが目立つ
□　財布・通帳などを盗まれたと人を疑う
□　料理・片付け・計算などミスが多くなった
□　新しいことが覚えられない
□　テレビ番組の内容が理解できなくなった
□　約束の日時や場所を間違える
□　慣れた道でも迷うことがある
□　ささいなことで怒りっぽくなった
□　周りへの気遣いがなくなり頑固になった
□　自分の失敗を人のせいにする
□　1人になると怖がったり寂しがったりする
□　外出時、持ち物を何度も確かめる
□　だらしなくなった
□　趣味や関心に興味を示さなくなった

こんなことがあったら
認知症の症状かもしれません かかりつけ医

のいる方

かかりつけ医に相談し
ましょう。早期発見・治
療が大切です。他の病
気のこともあるので
相談しましょう。

認知症診断治療病
院を受診しましょう。

かかりつけ医
のいない方

認知症支援協力医療
機関等を受診しまし
ょう。

認知症の診断や治
療ができる病院（専
門的な検査が必要
なとき）

●須田病院
　岐阜県認知症
　 疾患医療センター
　0577-72-2213

受診・症状・サ
ービスの利用
などについて
相談したい。
どこに相談し
たらいいのか
分からない方。

●飛騨市地域包括　
支援センター
・認知症相談窓口
・認知症初期集中支援チーム
を併設しています。
　0577-73-6233

４

健康 軽度認知障がい 認知症の疑い
認知症はある
が日常生活は
自立

見守りがあれ
ば日常生活は
自立

常に介護が必要

見守り安否確認

生活支援

介護保険

権利を守る

認
知
症
の
症
状
に
応
じ
た
支
援
・
サ
ー
ビ
ス

軽度認知障がいの相談（頭の健康チェック）・
認知症予防教室

いきいき健康教室・地域自主サロン

老人クラブ・長寿会・生涯学習の各種習い事・教室(寿大学）

家族介護応援手当て

認知症カフェ・認知症の人と家族の会・認知症相談窓口

グループホーム住まい

介護老人保健施設・特別養護老人ホーム

介護予防

家族支援

・緊急通報サービス（地域包括ケア課）　・見守り訪問（飛騨市社会福祉協議会）
・認知症サポーター（地域包括支援センター）

・民間事業者による宅配弁当　・移動販売　・商品配達サービス　・あんきネット

デイサービス・通所リハビリテーション・訪問介護など

日常生活自立支援事業 成年後見制度

日常生活に手助け・
介護が必要

中期

認知症の段階

発症前 初期 後期

サービス付き高齢者住宅・有料老人ホームなど
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場広の報情
窓の籍戸

飛騨市ホームページでもお知らせしています 
飛騨市ホームページ http://www.city.hida.gifu.jp/ 

携帯サイト http://www.city.hida.gifu.jp/mobile/ 

QR コード 
正しく知ろう認知症特

集

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
毎
月

1
回
「
も
の
忘
れ
相
談
窓
口
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

「
最
近
ち
ょ
っ
と
物
忘
れ
を

す
る
よ
う
な
気
が
す
る
け
れ

ど
、認
知
症
か
し
ら
？
」

「
同
じ
話
を
何
回
も
す
る
よ

う
に
な
っ
た
け
ど
、
大
丈

夫
？
」

「
近
所
の
人
が
認
知
症
で
は

な
い
か
と
思
う
け
れ
ど
、
ど

う
対
応
し
た
ら
い
い
の
？
」

「
親
が
認
知
症
と
診
断
さ
れ

た
け
れ
ど
、
今
後
ど
う
な
る

の
？
」

「
認
知
症
の
介
護
を
し
て
い

る
け
れ
ど
、
話
を
聞
い
て
ほ

し
い
」

な
ど
と
い
っ
た
相
談
を
、
認

知
症
地
域
支
援
推
進
員
が
伺

い
ま
す
。

　
本
人
や
そ
の
家
族
、
地
域

の
方
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
に
お
手
伝
い
し
ま

す
。

　
相
談
内
容
は
秘
密
保
持
を

遵
守
し
ま
す
。安
心
し
て
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
と
は
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
や

地
域
の
方
々
、
介
護
や
福
祉

の
専
門
家
な
ど
、
誰
も
が
気

軽
に
集
え
る
場
で
す
。認
知

症
の
人
や
家
族
同
士
で
交
流

し
た
り
、
情
報
交
換
を
行
う

こ
と
で
、
家
族
の
介
護
負
担

を
軽
く
し
、
認
知
症
状
の
悪

化
予
防
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。ま
た
地
域
の
皆
さ
ん
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
認
知

症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
こ
と
も
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
大
切
な
人
が
認

知
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
…
。

い
つ
ま
で
も
自
宅
で
安
心
し

て
過
ご
す
た
め
に
は
、
家
族

の
よ
り
良
い
対
応
や
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
支

援
が
必
要
で
す
。

　
飛
騨
市
で
は
平
成
28
年
３

月
か
ら
、
２
ヶ
月
に
１
回
古

川
郷
土
民
芸
会
館
に
て
ス

タ
ッ
フ
５
人
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
お
楽
し
み
と
し
て
音
楽
療

法
・
回
想
法
・
コ
グ
ニ
サ
イ

ズ
体
躁
・
絵
手
紙
な
ど
脳
の

活
性
化
で
き
る
よ
う
な
内
容

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。

５ 2019年８月号

地域包括支援センター 0577-73-6233

神岡窓口 0578-82-1456

も
の
忘
れ
相
談・ホ
ッ
と
す
る
カ
フ
ェ

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

もの忘れ・認知症相談窓口
ひとりで悩んでいませんか？　お気軽にご相談ください。
◉望ほーむ(古川町）
9月19日、10月17日、11月21日、12月19日、１月16日、2月20日、３月19日

◉神岡町公民館（神岡町）
9月12日、10月10日、11月14日、12月12日、１月９日、2月13日、３月12日


